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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モーターの回転に基づいて回転する駆動軸と、
　液体吐出ヘッドのノズル面に摺接しない退避位置と、前記液体吐出ヘッドのノズル面に
摺接可能なワイピング位置と、の間を移動するワイピング動作を行うワイパーと、前記ワ
イパーの移動方向と交差する方向に移動して前記ワイパーに摺接するクリーニング動作を
行うワイパークリーナーと、前記駆動軸の回転に基づいて回転して、前記ワイパークリー
ナーを前記ワイパーの移動方向と交差する方向に移動させる第１回転カムと、
を有するワイパーユニットと、を備え、
　前記ワイパーユニットは、
　前記駆動軸の一方向への回転に基づいて、前記ワイピング動作および前記クリーニング
動作を行い、
　前記ワイパークリーナーは、
　　前記退避位置の前記ワイパーに対して鉛直方向上方を覆う閉位置と、前記ワイピング
位置の前記ワイパーに接触しない開位置とに移動し、
　　前記閉位置から前記開位置に移動するとき、前記ワイパーに接触しない経路を移動し
、前記開位置から前記閉位置に移動するとき、前記ワイパーに接触する経路を移動するこ
とを特徴とするワイパー装置。
【請求項２】
　前記ワイパーユニットは、
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　前記ワイピング動作における前記ワイパーの移動方向に移動可能な移動部材を備え、
　前記第１回転カムは、
　前記ワイパークリーナーを前記閉位置と前記開位置との間で移動させる第１カム部と、
　移動部材を、前記移動部材が前記ワイパークリーナーを押圧する方向に移動させる第２
カム部と、を備え、
　前記ワイパークリーナーが前記閉位置から前記開位置に移動するとき、前記移動部材に
より前記ワイパークリーナーは、前記ワイパーから離間する方向に押圧され、前記ワイパ
ークリーナーは前記ワイパーに接触しない経路を移動し、
　前記ワイパークリーナーが前記開位置から前記閉位置へ移動するとき、前記ワイパーク
リーナーは、前記ワイパーに接触する経路を通ることを特徴とする請求項１に記載のワイ
パー装置。
【請求項３】
　前記ワイパーは、前記ワイピング動作において前記液体吐出ヘッドに向けて昇降し、
　前記ワイパークリーナーは、前記ワイパーの昇降方向と交差する軸線を中心として揺動
可能に支持されていることを特徴とする請求項１に記載のワイパー装置。
【請求項４】
　前記駆動軸と一体に回転する第１駆動ギヤおよび第２駆動ギヤと、
　前記第１駆動ギヤと噛み合う第１間欠ギヤ、および、前記第２駆動ギヤと噛み合う第２
間欠ギヤと、を有し、
　前記第１間欠ギヤには、前記第１回転カムが一体に形成され、
　前記第２間欠ギヤには、前記ワイパーに前記ワイピング動作を行わせる第２回転カムが
一体に形成されることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかの項に記載のワイパー装
置。
【請求項５】

　モーターの回転に基づいて回転する駆動軸と、
　液体吐出ヘッドのノズル面に摺接しない退避位置と、前記液体吐出ヘッドのノズル面に
摺接可能なワイピング位置と、の間を移動するワイピング動作を行うワイパーと、前記ワ
イパーの移動方向と交差する方向に移動して前記ワイパーに摺接するクリーニング動作を
行うワイパークリーナーと、を有するワイパーユニットと、を備え、
　前記ワイパーユニットは、
　前記駆動軸の一方向への回転に基づいて、前記ワイピング動作および前記クリーニング
動作を行い、
　前記ワイパークリーナーのうち前記ワイパーに摺接する部位が、前記クリーニング動作
において、前記ワイパーに摺接した後で接触する摺接部を備えることを特徴とするワイパ
ー装置。
【請求項６】
　インクを保持するインク吸収材と、
　前記摺接部から前記インク吸収材に至るインク流路を構成する流路部材と、を有するこ
とを特徴とする請求項５に記載のワイパー装置。
【請求項７】
　モーターの回転に基づいて回転する駆動軸と、
　液体吐出ヘッドのノズル面に摺接しない退避位置と、前記液体吐出ヘッドのノズル面に
摺接可能なワイピング位置と、の間を移動するワイピング動作を行うワイパーと、前記ワ
イパーの移動方向と交差する方向に移動して前記ワイパーに摺接するクリーニング動作を
行うワイパークリーナーと、を有するワイパーユニットと、を備え、
　前記ワイパーユニットは、
　前記駆動軸の一方向への回転に基づいて、前記ワイピング動作および前記クリーニング
動作を行い、
　前記ワイパーは、前記クリーニング動作において前記ワイパークリーナーが前記ワイパ
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ーに摺接して移動する方向側に凸となる形状をしており、
　前記ワイパークリーナーは、前記ワイパーの凸となる形状の部位と対向する部位が凹形
状であることを特徴とするワイパー装置。
【請求項８】
　液体吐出ヘッドと、
　請求項１ないし７のいずれかの項に記載のワイパー装置と、を有し、
　当該ワイパー装置に設けられた前記複数のワイパーユニットのそれぞれは、前記液体吐
出ヘッドのノズル面の一部をワイピング可能な位置に配置されることを特徴とする液体吐
出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液体吐出ヘッドのノズル面に付着したインク等の液体を拭き取る技術に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　インクなどの液体を吐出する液体吐出ヘッドを備える液体吐出装置として、インクジェ
ットプリンターが用いられている。インクジェットプリンターでは、インクジェットヘッ
ド（液体吐出ヘッド）のノズル面に、紙粉などの異物やインクが付着することがある。従
来から、このような付着物に起因する不具合を防止するため、ゴムなどの弾性材からなる
ワイパーの先端でノズル面を摺接し、付着物を除去している。
【０００３】
　特許文献１には、異なる色のインクを吐出する４個のノズルヘッドを備えるインクジェ
ットプリンターにおいて、ノズルヘッド毎にワイパーを設けた構成が開示されている。各
ワイパーは、それぞれ、ワイパーキャリアに搭載され、ワイパーキャリア毎にキャリア往
復移動手段が設けられている。各キャリア往復移動手段は独立に駆動可能である。従って
、ワイピングが必要なノズルヘッドを選択的にワイピングすることができる。
【０００４】
　また、特許文献２には、ワイパーユニットを備えるインクジェットプリンターが開示さ
れている。特許文献２のワイパーユニットは、ワイパーに加えて、ワイパーをクリーニン
グするワイパークリーナーを備えている。ワイパーユニットは、駆動源として保守ユニッ
ト用モーターを備えており、カム機構によってワイパーとワイパークリーナーを連動させ
て動かす。具体的には、ワイピング前には、ワイパーがワイパークリーナーに摺接しなが
ら上昇するので、ワイパーが１回クリーニングされる。また、ワイピング後には、ワイパ
ークリーナーが上下動するので、ワイパーが２回クリーニングされる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－３０５０７号公報
【特許文献２】特開２０１１－１０４９７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献２は、ワイパーに付着したインクや異物を除去するワイパークリーナーを備え
ており、ワイパークリーナーとワイパーとを共通のモーターで動かしている。しかしなが
ら、特許文献２は、ワイパーとワイパークリーナーがいずれも上下動するだけであるため
、ワイパーから確実にインクや異物を除去できないおそれがある。また、ワイパークリー
ナーに移行したインクや異物の処理について考慮されておらず、ワイパークリーナーおよ
びワイパーの払拭能力が低下するおそれがある。また、ワイパークリーナーに移行したイ
ンクや異物がワイパーに再付着するおそれもある。
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【０００７】
　また、特許文献１では、複数のヘッドユニット（ノズルヘッド）に対して選択的にワイ
ピングを行うため、ワイパー毎に移動手段を設けてワイピングしている。しかしながら、
ワイパー毎にアクチュエーターを設ける構成は、構成部品が多く、構造が複雑であるため
、小型化に不利である。また、特許文献２のように、ワイパーだけでなくワイパークリー
ナーも動かすようにする場合、更に構成が複雑化し、コンパクトに構成することが困難で
ある。
【０００８】
　本発明の課題は、このような点に鑑みて、ワイパーによるワイピング動作とワイパーク
リーナーによるクリーニング動作を行うことができ、小型化に有利で、インクや異物の除
去性能に優れたワイパー装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明のワイパー装置は、モーターと、前記モーターの
回転に基づいて回転する駆動軸と、当該駆動軸に沿って一列に配列される複数のワイパー
ユニットと、を有し、当該ワイパーユニットは、液体吐出ヘッドのノズル面に摺接しない
退避位置と、前記液体吐出ヘッドのノズル面に摺接可能なワイピング位置と、の間を移動
するワイピング動作を行うワイパーと、前記ワイパーに摺接する経路を通り、前記ワイパ
ーの移動方向と交差する方向に移動するクリーニング動作を行うワイパークリーナーと、
を備え、前記複数のワイパーユニットは、前記駆動軸の一方向への回転に基づいて、その
配列順に前記ワイピング動作および前記クリーニング動作を順次行うことを特徴とする。
【００１０】
　本発明は、このように、ワイパーおよびワイパークリーナーを備えるワイパーユニット
を複数有しており、これらを１つのモーターによって駆動される駆動軸の一方向への回転
によって順次動作させることができる。このようにすると、液体吐出ヘッドのノズル面を
選択的にワイピングできる構成でありながら、複数の駆動源を設ける必要がない。また、
ワイパーとワイパークリーナーの駆動源も共通化できる。従って、構成部品が少なく、小
型化に有利である。また、ワイパークリーナーの移動方向がワイパーの移動方向と交差し
ているため、単にワイパーの表面に沿ってワイパークリーナーを摺接させるよりも、ワイ
パーに付着したインクや異物の除去性能が高まる。従って、小型化に有利で、インクや異
物の除去性能に優れ、大型の液体吐出ヘッドのノズル面を選択的にワイピングするのに適
したワイパー装置を実現できる。
【００１１】
　本発明において、前記ワイパーユニットは、前記駆動軸の回転に基づいて回転して、前
記ワイパークリーナーに前記クリーニング動作を行わせる第１回転カムを備え、当該第１
回転カムは、前記退避位置の前記ワイパーに対して前記ワイピング位置側に重なる閉位置
から前記ワイピング位置の前記ワイパーに干渉しない開位置に移動する開動作、および、
前記開位置から前記閉位置に戻る閉動作を前記ワイパークリーナーに行わせ、前記開動作
では前記ワイパーに接触しない経路を通り、前記閉動作では前記ワイパーに接触する経路
を通って前記クリーニング動作を行うように、前記ワイパークリーナーが移動させられる
ように構成することができる。このようにすると、ワイパークリーナーを開動作の際にワ
イパーに接触させないようにすることができる。従って、ワイピング前にワイパーが弾か
れてインクや異物が飛び散るという不都合を防止できる。
【００１２】
　このような構成として、例えば、前記ワイパーユニットは、前記ワイピング動作におけ
る前記ワイパーの移動方向に移動可能な移動部材を備え、前記第１回転カムは、前記ワイ
パークリーナーを前記閉位置と前記開位置の間で移動させる第１カム部と、前記移動部材
を介して、前記閉位置から前記開位置へ移動する途中で前記ワイパークリーナーを押圧移
動させて、前記ワイパーに接触しない経路を通って移動させる第２カム部と、を備え、前
記ワイパークリーナーは、前記開位置から前記閉位置へ移動するときは、前記移動部材に
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よって押圧移動させられることなく、前記ワイパーに接触する経路を通る構成を採用する
ことができる。このように、カムと移動部材の形状を適宜設定することで、往路と復路が
異なる経路でワイパークリーナーを移動させることができる。
【００１３】
　本発明において、前記ワイパーは、前記ワイピング動作において前記液体吐出ヘッドに
向けて昇降し、前記ワイパークリーナーは、前記ワイパーの昇降方向と交差する軸線を中
心として揺動可能に支持されている構成にすることができる。このようにすると、液体吐
出ヘッドに向けて突出するワイパーの先端に、揺動するワイパークリーナーを摺接させて
クリーニングすることができる。
【００１４】
　また、本発明において、さらに、前記駆動軸と一体に回転する第１駆動ギヤおよび第２
駆動ギヤと、前記第１駆動ギヤと噛み合う第１間欠ギヤ、および、前記第２駆動ギヤと噛
み合う第２間欠ギヤを有し、前記第１間欠ギヤには、前記第１回転カムが一体に形成され
、前記第２間欠ギヤには、前記ワイパーに前記ワイピング動作を行わせる第２回転カムが
一体に形成されている構成にすることができる。このように、２組の間欠ギヤユニットを
設けた場合、これらを所定の回転位置のときに回転が伝達されるようにカム機構によって
連結することで、２つの間欠ギヤを所定の位相差で駆動ギヤと噛み合わせることができる
。従って、駆動軸に沿ってギヤを配列したコンパクトな構成で、駆動軸の一方向への回転
に基づき、ワイパーとワイパークリーナーを順次動作させることができる。
【００１５】
　本発明において、前記ワイパークリーナーは、前記ワイパーに摺接する拭き取り部を備
え、前記ワイパーに対して、当該ワイパーに摺接するときの前記拭き取り部の移動方向の
前方側に位置する摺接部を有し、前記拭き取り部は、前記クリーニング動作において、前
記ワイパーに摺接した後で前記摺接部に摺接することが望ましい。このようにすると、ワ
イパークリーナーに移行したインクや異物を摺接部によってワイパークリーナーから除去
できる。従って、ワイパークリーナーによるクリーニング性能を維持でき、その結果、ワ
イパーによるノズル面からのインクや異物の除去性能を維持できる。
【００１６】
　この場合に、前記ワイパーで拭き取られたインクを保持するインク吸収材と、前記摺接
部から前記インク吸収材に至るインク流路を構成する流路部材と、を有することが望まし
い。このようにすると、ワイパークリーナーから摺接部に移ったインクを流路部材に浸透
させ、流路部材を経由してインク吸収材に到達させることができる。従って、摺接部から
ワイパー装置の内部機構にインクが滴下されることを抑制しつつ、拭き取ったインクを効
率的に集めることができる。
【００１７】
　本発明において、前記ワイパーは、前記クリーニング動作における前記ワイパークリー
ナーに対する摺接方向の前方側に凸となる形状をしており、前記ワイパークリーナーは、
前記ワイパーの凸形状と対向する部位が凹形状をしていることが望ましい。このようにす
ると、クリーニング時にワイパーが凹んでインクや異物が除去できなくなることを抑制で
きる。また、摺接時に拭き取り部とワイパークリーナーとの間に隙間が形成されず、拭き
取り部をワイパーの表面に密着させて拭き取ることができる。よって、ワイパーからのイ
ンクや異物の除去性能が高い。
【００１８】
　次に、本発明の液体吐出装置は、液体吐出ヘッドと、上記のワイパー装置と、を有し、
当該ワイパー装置に設けられた前記複数のワイパーユニットのそれぞれは、前記液体吐出
ヘッドのノズル面の一部をワイピング可能な位置に配置されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ワイパーおよびワイパークリーナーを１つのモーターの一方向への回
転によって順次動作させる。従って、ワイパーとワイパークリーナーのアクチュエーター
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を共通化できる。また、ワイパークリーナーの移動方向がワイパーの移動方向と交差して
いるため、ワイパーに付着したインクや異物の除去性能が高い。従って、小型化に有利で
、インクや異物の除去性能に優れたワイパー装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に係るプリンターの外観斜視図である。
【図２】図１のプリンターの概略縦断面図である。
【図３】インクジェットヘッドをプリンター下方側から見た底面図である。
【図４】メンテナンスユニットの斜視図である。
【図５】ワイパー装置の斜視図である。
【図６】ワイパー装置および可動ユニットの斜視図である。
【図７】ワイパー装置の内部機構の斜視図である。
【図８】第１、第２移動機構による可動ユニットの動作を模式的に示す説明図である。
【図９】ワイパーユニットの分解斜視図である。
【図１０】ワイパーユニットの分解斜視図である。
【図１１】ワイパーユニットをワイパー部とワイパークリーナー部に分解した分解斜視図
である。
【図１２】ワイパーユニットの動作説明図である。
【図１３】改変例のワイパークリーナー部の斜視図である。
【図１４】改変例のワイパークリーナー部の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下に、図面を参照して、本発明を適用したワイパー装置およびこれを備える液体吐出
装置の実施の形態を説明する。以下の実施の形態は、本発明をインクジェットプリンター
のメンテナンスユニットに適用したものであるが、本発明は、インク以外の液体を吐出す
る液体吐出装置にも適用可能である。また、以下の実施の形態はラインヘッド方式の印刷
ヘッドを備えるプリンターであるが、本発明はシリアルヘッド方式の印刷ヘッドを備える
プリンターにも適用可能である。
【００２２】
（全体構成）
　図１は本発明の実施形態に係るプリンターの外観斜視図である。また、図２はその概略
縦断面図である。図１に示すように、プリンター１は、全体として前後方向に長い直方体
形状のプリンター筐体２を備えている。以下、本明細書において、プリンター幅方向を符
号Ｘで示し、プリンター前後方向を符号Ｙで示し、プリンター上下方向を符号Ｚで示す。
Ｘ、Ｙ、Ｚの３方向は互いに直交している。また、プリンター幅方向Ｘの一方側を符号Ｘ
１、他方側を符号Ｘ２、プリンター前方を符号Ｙ１、プリンター後方を符号Ｙ２、プリン
ター上方を符号Ｚ１、プリンター下方を符号Ｚ２で示す。
【００２３】
　プリンター筐体２の前面２ａの上側部分には、プリンター幅方向Ｘの一方側Ｘ１に操作
パネル３が設けられ、他方側Ｘ２に排紙口４が形成されている。排紙口４の下側には開閉
蓋５Ａが設けられている。開閉蓋５Ａを開けると、プリンター内部の媒体搬送路１０（図
２参照）が開放される。また、操作パネル３の下側には、インクカートリッジ装着部（図
示省略）を開閉する開閉蓋５Ｂが設けられている。インクカートリッジ装着部には、黒イ
ンクＢｋ、シアンインクＣ、マゼンダインクＭ、イエローインクＹの４色のインクを貯留
する４個のインクカートリッジ（図示省略）が装着される。
【００２４】
　図２に示すように、プリンター筐体２の内部には、プリンター後方Ｙ２側の下部にロー
ル紙収納部６が形成されている。また、プリンター前方Ｙ１側の上部にはインクジェット
ヘッド７（液体吐出ヘッド）が配置され、プリンター前方Ｙ１側の下部にはプラテンユニ
ット８が配置されている。インクジェットヘッド７は、インクノズルが形成されたノズル
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面７ａをプラテン面８ａに対向させて配置されている。ロール紙収納部６に装填されたロ
ール紙９から引き出された長尺の記録紙Ｐは、二点鎖線で示す媒体搬送路１０に沿って搬
送され、インクジェットヘッド７による印刷位置を経由して排紙口４から排出される。
【００２５】
　インクジェットヘッド７はライン型であり、ヘッドユニット７Ｂｋ、ヘッドユニット７
Ｃ、ヘッドユニット７Ｍ、ヘッドユニット７Ｙの４個のヘッドユニットを備える。これら
はプリンター前後方向Ｙに一定間隔で配列されている。インクジェットヘッド７はキャリ
ッジ１１に搭載されている。キャリッジ１１は、そのプリンター前方Ｙ１側に配置された
キャリッジ移動機構１５によって、図１において点線で示すプラテン対向位置１１Ａと、
図１において２点鎖線で示す待機位置１１Ｂとの間を移動する。キャリッジ移動機構１５
は、一対のタイミングプーリー（図示省略）、タイミングベルト（図示省略）、キャリッ
ジモーター１５ａ等を備えている。一対のタイミングプーリーはキャリッジガイド軸１４
の両端の近傍に配置されている。タイミングベルトはこれら一対のタイミングプーリーに
架け渡されており、その一部分がキャリッジ１１に固定されている。キャリッジモーター
１５ａが駆動されると、一方のタイミングプーリーが回転してタイミングベルトが移動す
る。これにより、キャリッジ１１は一対のキャリッジガイド軸１４に沿ってプリンター幅
方向Ｘに往復移動する。
【００２６】
　キャリッジ１１がプラテン対向位置１１Ａにあるとき、キャリッジ１１に搭載されたイ
ンクジェットヘッド７は、プラテン面８ａに沿って搬送される記録紙Ｐと対向する。これ
が、インクジェットヘッド７の印刷位置７Ａである。一方、キャリッジ１１が待機位置１
１Ｂにあるとき、インクジェットヘッド７はその下側に配置されたメンテナンスユニット
１６と対向する。これが、インクジェットヘッド７のメンテナンス位置７Ｂである。この
ように、キャリッジ１１、キャリッジガイド軸１４、およびキャリッジ移動機構１５によ
って、インクジェットヘッド７を印刷位置７Ａとメンテナンス位置７Ｂの間で往復移動さ
せるヘッド移動機構（ヘッド移動装置）が構成されている。
【００２７】
（インクノズルの配置）
　図３はインクジェットヘッド７をプリンター下方Ｚ２側から見た底面図である。上述し
たように、インクジェットヘッド７は、ヘッドユニット７Ｂｋ、ヘッドユニット７Ｃ、ヘ
ッドユニット７Ｍ、ヘッドユニット７Ｙを備える。これら４個のヘッドユニットは、それ
ぞれ、全体としてプリンター幅方向Ｘに細長い形状をしており、プリンター幅方向Ｘに配
列された４個の単位ヘッド７１～７４を備える。４個の単位ヘッド７１～７４は、隣り合
う単位ヘッドがプリンター前後方向Ｙに前後して配置され、全体として２列に並んでいる
。単位ヘッド７１、７３はプリンター前方Ｙ１側の列を構成し、単位ヘッド７２、７４は
プリンター後方Ｙ２側の列を構成している。プリンター幅方向Ｘで隣り合う単位ヘッドは
、その端部分がプリンター前後方向Ｙに見たときに重なり合っている。
【００２８】
　４個の単位ヘッド７１～７４には、複数のインクノズルをプリンター幅方向Ｘに所定の
ノズルピッチで配列したインクノズル列が２列ずつ形成されている。ヘッドユニット７Ｂ
ｋの単位ヘッド７１～７４には、黒インクＢｋを吐出するインクノズルが形成されている
。また、ヘッドユニット７Ｃの単位ヘッド７１～７４には、シアンインクＣを吐出するイ
ンクノズルが形成されている。また、ヘッドユニット７Ｍの単位ヘッド７１～７４には、
マゼンダインクＭを吐出するインクノズルが形成されている。そして、ヘッドユニット７
Ｙの単位ヘッド７１～７４には、イエローインクＹを吐出するインクノズルが形成されて
いる。
【００２９】
（メンテナンスユニット）
　図４はメンテナンスユニット１６の斜視図である。メンテナンスユニット１６は、吸引
装置２０およびワイパー装置３０を備える。吸引装置２０は、インクジェットヘッド７の
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ノズル面７ａをキャッピングしてインクの吸引等を行う。また、ワイパー装置３０は、イ
ンクジェットヘッド７のノズル面７ａに付着したインクや異物を拭き取る。図４に示すよ
うに、吸引装置２０とワイパー装置３０は、プリンター幅方向Ｘに隣り合って配置され、
矩形のベースフレーム１７に支持されている。インクジェットヘッド７がメンテナンス位
置７Ｂに位置決めされたとき、インクジェットヘッド７のノズル面７ａは吸引装置２０に
対向する。ワイパー装置３０は、吸引装置２０に対してプラテンユニット８が位置する側
に配置されている。このため、インクジェットヘッド７がメンテナンス位置７Ｂと印刷位
置７Ａの間を移動するとき、インクジェットヘッド７のノズル面７ａはワイパー装置３０
の上を通って移動する。
【００３０】
（吸引装置）
　吸引装置２０は、ヘッドキャップ２１と、ヘッドキャップ２１をプリンター上下方向Ｚ
に昇降させる昇降機構（図示省略）と、廃インクタンク（図示省略）と、廃インクチュー
ブ（図示省略）と、吸引ポンプ２６等を備える。ヘッドキャップ２１は、キャップユニッ
ト２１Ｂｋ、２１Ｃ、２１Ｍ、２１Ｙを備える。各キャップユニットは４個の単位キャッ
プ２２～２５を備える。４個の単位キャップ２２～２５は、ヘッドユニット側の４個の単
位ヘッド７１～７４と対向する。単位キャップ２２～２５は、廃インクチューブによって
廃インクタンクに接続されている。メンテナンス時およびインクジェットヘッド７が待機
状態に入るときは、ヘッドキャップ２１を上昇させて、単位ヘッド７１～７４を単位キャ
ップ２２～２５でキャッピングする。
【００３１】
　プリンター１では、インクジェットヘッド７のインクノズルがインクの増粘によって目
詰まりすることを予防あるいは解消するため、フラッシングおよびインク吸引動作を行う
。フラッシングは、インクジェットヘッド７をメンテナンス位置７Ｂに移動させて、ヘッ
ドキャップ２１に向けてインクを吐出する動作である。フラッシングで吐出されたインク
は、単位キャップ２２～２５内に配置されたインク吸収材に保持される。また、インク吸
引動作を行うときは、単位キャップ２２～２５で単位ヘッド７１～７４をキャッピングし
た状態で吸引ポンプ２６を駆動する。これにより、インクノズルの周囲の密閉空間に負圧
が形成されて、ノズル内のインクが吸引される。吸引された廃インクは、インク吸収材に
吐出された廃インクと共に、廃インクチューブを経由して廃インクタンクに回収される。
【００３２】
（ワイパー装置）
　図５はワイパー装置３０をプリンター前方Ｙ１側から見た斜視図である。また、図６は
ワイパー装置３０およびその可動ユニットの斜視図であり、図６（ａ）はワイパー装置３
０をプリンター幅方向Ｘの他方側Ｘ２（プラテンユニット８側）から見た状態、図６（ｂ
）はワイパー装置の外ケースを取り外した状態（可動ユニット）を示す。図５、図６に示
すように、ワイパー装置３０は、プリンター前後方向Ｙに長い外ケース３１（第２ケース
）と、外ケース３１に収容される可動ユニット４０を備える。可動ユニット４０は、外ケ
ース３１によってプリンター前後方向Ｙに移動可能に支持されている。可動ユニット４０
のプリンター前方Ｙ１側の部位には、後述するワイパーユニット５０が配置されている。
【００３３】
　外ケース３１は、ケース底面およびケース側面を構成する箱型の下ケース３２と、ケー
ス上面を構成する蓋ケース３３を備える。蓋ケース３３は、下ケース３２に対し、ネジ等
の固定部材によって着脱される。蓋ケース３３には、ヘッドキャップ２１とプリンター幅
方向Ｘに隣り合う部位に、プリンター前後方向Ｙに延在する開口３４が形成されている。
また、蓋ケース３３には、開口３４よりもプリンター後方Ｙ２側の部位に、窓部３５が形
成されている。開口３４のプリンター前後方向Ｙの両側には、第１カムピン３６Ａおよび
第２カムピン３６Ｂが形成されている（図５参照）。第１カムピン３６Ａ開口３４のプリ
ンター後方Ｙ２側に配置され、第２カムピン３６Ｂは開口３４のプリンター前方Ｙ１側に
配置されている。第１カムピン３６Ａおよび第２カムピン３６Ｂは、蓋ケース３３の裏面
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からケース内に突出する。これらのカムピンは、後述するスパイラルカムと共に、可動ユ
ニット４０を外ケース３１内でプリンター前後方向Ｙに移動させる移動機構を構成してい
る。
【００３４】
　可動ユニット４０は、図６（ｂ）に示すように、内ケース４１（第１ケース）と、内ケ
ース４１に保持される内部機構４２を備える。内ケース４１は、外ケース３１によってプ
リンター前後方向Ｙにスライド可能に保持される。内ケース４１において、外ケース３１
の開口３４と重なる部位には、開口３４からプリンター上方Ｚ１に突出する突出部４３が
形成されている。突出部４３の上面は、プリンター前後方向Ｙに見た場合の断面形状がプ
リンター上方Ｚ１に凸となる緩やかな湾曲面４４である。湾曲面４４には、プリンター前
後方向Ｙに一定間隔で４つの開口４５が並んでいる。４つの開口４５は、吸引装置２０の
キャップユニット２１Ｂｋ、２１Ｃ、２１Ｍ、２１Ｙとプリンター幅方向Ｘに隣り合う位
置に形成されている。４つの開口４５には、後述するワイパーユニット５０のワイパー５
７等が配置されている。
【００３５】
（ワイパー装置の内部機構）
　図７はワイパー装置３０の内部機構４２の斜視図である。内部機構４２は、プリンター
前後方向Ｙに一列に配列された４つのワイパーユニット５０と、駆動力伝達機構６０と、
ワイパーモーター４６と、４つのワイパーユニット５０の配列方向の両側に配置された第
１スパイラルカム４７Ａおよび第２スパイラルカム４７Ｂを備える。図６（ｂ）に示すよ
うに、内ケース４１のプリンター後方Ｙ２側の端部にはモーター装着部４１ａが設けられ
、ここにワイパーモーター４６が取り付けられている。駆動力伝達機構６０は、駆動軸６
１および支軸６２と、減速機構６３と、第１駆動ギヤ６４Ａおよび第２駆動ギヤ６４Ｂと
、第３駆動ギヤ６５Ａおよび第４駆動ギヤ６５Ｂを備える。
【００３６】
　駆動軸６１および支軸６２は、プリンター前後方向Ｙに平行に延びている。減速機構６
３は、ワイパーモーター４６の出力回転を減速して駆動軸６１に伝達する。減速機構６３
は、ワイパーモーター４６の出力軸に取り付けられたピニオン（図示省略）と噛み合う第
１歯車６３ａと、第１歯車６３ａの小径歯車部と噛み合う第２歯車６３ｂと、第２歯車６
３ｂの小径歯車部と噛み合う第３歯車６３ｃを備える輪列である。駆動軸６１は、第３歯
車６３ｃと一体に回転する。第１歯車６３ａは駆動軸６１に回転可能に取り付けられ、第
２歯車６３ｂは支軸６２に回転可能に取り付けられている。減速機構６３およびワイパー
モーター４６は、駆動軸６１のプリンター後方Ｙ２側の端部に配置されている。
【００３７】
　第１駆動ギヤ６４Ａと第２駆動ギヤ６４Ｂは４組設けられ、駆動軸６１のプリンター後
方Ｙ２側からプリンター前方Ｙ１に向けて、第１駆動ギヤ６４Ａ、第２駆動ギヤ６４Ｂの
順で交互に４組並んでいる。また、これら４組の駆動ギヤのプリンター前後方向Ｙの両側
に、第３駆動ギヤ６５Ａ、第４駆動ギヤ６５Ｂが配置されている。第３駆動ギヤ６５Ａは
４組の駆動ギヤのプリンター後方Ｙ２側に配置され、第４駆動ギヤ６５Ｂはプリンター前
方Ｙ１側に配置されている。４組の第１駆動ギヤ６４Ａおよび第２駆動ギヤ６４Ｂと、そ
の両側に配置された第３駆動ギヤ６５Ａおよび第４駆動ギヤ６５Ｂは、駆動軸６１と一体
に回転する。
【００３８】
　支軸６２は、駆動軸６１のプリンター上方Ｚ１側に配置されている。支軸６２には、ワ
イパーユニット５０の第１間欠ギヤ５１Ａと第２間欠ギヤ５１Ｂが４組取り付けられてい
る。第１間欠ギヤ５１Ａは、駆動力伝達機構６０の第１駆動ギヤ６４Ａと噛み合うように
配置され、第２間欠ギヤ５１Ｂは、駆動力伝達機構６０の第２駆動ギヤ６４Ｂと噛み合う
ように配置されている。また、支軸６２には、４組の間欠ギヤのプリンター前後方向Ｙの
両側に、第３間欠ギヤ６６Ａ、第４間欠ギヤ６６Ｂが取り付けられている。第３間欠ギヤ
６６Ａは第３駆動ギヤ６５Ａと噛み合い、第４間欠ギヤ６６Ｂは第４駆動ギヤ６５Ｂと噛
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み合う。これら４組の第１間欠ギヤ５１Ａおよび第２間欠ギヤ５１Ｂと、その両側に配置
された第３間欠ギヤ６６Ａおよび第４間欠ギヤ６６Ｂは、支軸６２に対して相対回転可能
である。第１間欠ギヤ５１Ａ、第２間欠ギヤ５１Ｂ、および第３間欠ギヤ６６Ａ、第４間
欠ギヤ６６Ｂには、それぞれ、歯溝が形成された歯部と、歯溝が形成されていない欠歯部
が周方向の所定の範囲にわたって設けられている。
【００３９】
　駆動軸６１および支軸６２は、上述したように、その軸線方向がプリンター前後方向Ｙ
と一致するように配置されている。以下の説明において、プリンター前方Ｙ１側を向いた
ときに反時計回り方向となる回転方向を第１回転方向ＣＣＷとし、プリンター前方Ｙ１側
を向いたときに時計回り方向となる回転方向を第２回転方向ＣＷとする（図７参照）。駆
動軸６１は、ワイパーモーター４６の回転に基づき、その中心軸線Ｌを中心として、第１
回転方向ＣＣＷおよび第２回転方向ＣＷに回転する。駆動軸６１が第１回転方向ＣＣＷに
回転するとき、支軸６２に取り付けられた各間欠ギヤは、各駆動ギヤによって、支軸６２
の中心軸線Ｌ１を中心として第２回転方向ＣＷに回転させられる。また、駆動軸６１が第
２回転方向ＣＷに回転するとき、各間欠ギヤは第１回転方向ＣＣＷに回転させられる。
【００４０】
（可動ユニット移動機構）
　図８は外ケース３１内の可動ユニット４０の位置を模式的に示す説明図である。この図
に示すように、可動ユニット４０は、外ケース３１内でプリンター後方Ｙ２寄りの後方位
置４０Ａと、プリンター前方Ｙ１寄りの前方位置４０Ｂの間を移動可能である。可動ユニ
ット４０が後方位置４０Ａにあるとき、可動ユニット４０においてワイパー５７が配置さ
れる部位である突出部４３（図５、図６参照）は、蓋ケース３３の開口３４のプリンター
後方Ｙ２側の端部寄りに位置している。一方、可動ユニット４０が前方位置４０Ｂにある
とき、突出部４３は、開口３４のプリンター前方Ｙ１側の端部寄りに位置している。
【００４１】
　図７に示すように、内部機構４２のプリンター後方Ｙ２側の部位に設けられる第１スパ
イラルカム４７Ａは、支軸６２に対して相対回転可能に取り付けられ、第３間欠ギヤ６６
Ａと一体に回転する。第１スパイラルカム４７Ａの外周面には、第１螺旋状凹部４８Ａが
形成されている。第１螺旋状凹部４８Ａには、上述した蓋ケース３３の第１カムピン３６
Ａが配置される。第１螺旋状凹部４８Ａは、プリンター前方Ｙ１側の側面だけが螺旋状の
面となっている。また、第１螺旋状凹部４８Ａの周方向の両端には、第１カムピン３６Ａ
に当接する度当たり面が形成されている。駆動軸６１が第２回転方向ＣＷに回転するとき
、第３間欠ギヤ６６Ａは第１回転方向ＣＣＷに回転し、これに伴って第１スパイラルカム
４７Ａも第１回転方向ＣＣＷに回転する。このとき、第１スパイラルカム４７Ａは、第１
カムピン３６Ａによってプリンター前方Ｙ１側に移動させられる。これにより、可動ユニ
ット４０は、外ケース３１内においてユニット全体がプリンター前方Ｙ１側に移動する。
このように、第１スパイラルカム４７Ａと第１カムピン３６Ａは、可動ユニット４０を全
体としてプリンター前方Ｙ１側に移動させる第１移動機構４９Ａを構成する。
【００４２】
　一方、内部機構４２のプリンター前方Ｙ１側の部位に設けられる第２スパイラルカム４
７Ｂは、支軸６２に対して相対回転可能に取り付けられ、第３間欠ギヤ６６Ａと一体に回
転する。第２スパイラルカム４７Ｂと第４間欠ギヤ６６Ｂは、上述した第１スパイラルカ
ム４７Ａと第３間欠ギヤ６６Ａをプリンター前後方向Ｙに逆向きにした構成である。すな
わち、第２スパイラルカム４７Ｂの外周面には、第２螺旋状凹部４８Ｂが形成されている
。第２螺旋状凹部４８Ｂには、上述した蓋ケース３３の第２カムピン３６Ｂが配置される
。第２螺旋状凹部４８Ｂは、プリンター後方Ｙ２側の側面だけが螺旋状の面となっている
。また、第２螺旋状凹部４８Ｂの周方向の両端には、第２カムピン３６Ｂに当接する度当
たり面が形成されている。駆動軸６１が第１回転方向ＣＣＷに回転するとき、第４間欠ギ
ヤ６６Ｂは第２回転方向ＣＷに回転し、これに伴って第２スパイラルカム４７Ｂも第２回
転方向ＣＷに回転する。このとき、第２スパイラルカム４７Ｂは、第２カムピン３６Ｂに
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よってプリンター後方Ｙ２側に移動させられる。これにより、可動ユニット４０は、外ケ
ース３１内においてユニット全体がプリンター後方Ｙ２側に移動する。このように、第２
スパイラルカム４７Ｂと第２カムピン３６Ｂは、可動ユニット４０を全体としてプリンタ
ー後方Ｙ２側に移動させる第２移動機構４９Ｂを構成する。
【００４３】
　第１移動機構４９Ａおよび第２移動機構４９Ｂによる可動ユニット４０の移動距離ｄ１
（図８参照）は、インクジェットヘッド７の各ヘッドユニットにおいて２列に配列されて
いる４個の単位ヘッド７１～７４のプリンター前後方向Ｙの配列間隔ｄ２（図３参照）と
一致する。可動ユニット４０が後方位置４０Ａにあるとき、４つの開口４５に配置された
ワイパー５７は、各ヘッドユニットにおいてプリンター後方Ｙ２側のヘッド列を構成する
単位ヘッド７１、７３のノズル面をワイピング可能である。また、可動ユニット４０が前
方位置４０Ｂにあるとき、４つの開口４５に配置されたワイパー５７は、各ヘッドユニッ
トにおいてプリンター前方Ｙ１側のヘッド列を構成する単位ヘッド７２、７４のノズル面
をワイピング可能である。このように、ワイパー装置３０は、異なる単位ヘッドの列をワ
イピング可能なワイパー５７を複数備えている。そして、ワイパー５７の数（４個）より
も単位ヘッドの配列数（８列）が多い構成でありながら、可動ユニット４０をプリンター
前後方向Ｙに移動させることで、全てのヘッド列のノズル面を選択的にワイピングするこ
とが可能である。
【００４４】
（ワイパー装置のシーケンス動作）
　ワイパー装置３０に設けられた４つのワイパーユニット５０は、その配列方向に沿って
１つずつ順次駆動されるシーケンス動作を行う。シーケンス動作は、プリンター後方Ｙ２
側からプリンター前方Ｙ１側に向かって４つのワイパーユニット５０を順に駆動させる往
路のシーケンス動作と、プリンター前方Ｙ１側からプリンター後方Ｙ２側に向かって４つ
のワイパーユニット５０を順に駆動させる復路のシーケンス動作である。往路のシーケン
ス動作は、後述するように、ワイパーユニット５０の配列のプリンター後方Ｙ２側の端部
に位置する第１間欠ギヤ５１Ａが、その隣に位置する第３間欠ギヤ６６Ａの回転に基づき
、第２回転方向ＣＷに回転させられることによって開始する。また、復路のシーケンス動
作は、ワイパーユニット５０の配列のプリンター前方Ｙ１側の端部に位置する第２間欠ギ
ヤ５１Ｂが、その隣に位置する第４間欠ギヤ６６Ｂの回転に基づき、第１回転方向ＣＣＷ
に回転させられることによって開始する。
【００４５】
（駆動軸が第１回転方向ＣＣＷに回転するときの動作）
　ワイパー装置３０では、駆動軸６１を第１回転方向ＣＣＷに回転させると、可動ユニッ
ト４０が上述した前方位置４０Ｂにある状態で、４つのワイパーユニット５０による往路
のシーケンス動作が行われ、しかる後に、可動ユニット４０のプリンター後方Ｙ２側への
スライド動作（前方位置４０Ｂから後方位置４０Ａへの移動）が行われる。
【００４６】
　まず、駆動軸６１を第１回転方向ＣＣＷへ回転させると、第３駆動ギヤ６５Ａによって
、第３間欠ギヤ６６Ａおよび第１スパイラルカム４７Ａが第２回転方向ＣＷに回転する。
このとき、第１カムピン３６Ａは第１螺旋状凹部４８Ａ内で空転するため、可動ユニット
４０は前方位置４０Ｂから移動しない。第３間欠ギヤ６６Ａが所定の回転位置に到達する
と、第３間欠ギヤ６６Ａと、ワイパーユニット５０の配列の端部（プリンター後方Ｙ２側
の端部）に位置する第１間欠ギヤ５１Ａとの間に設けられたカム機構が係合する。これに
より、第３間欠ギヤ６６Ａの回転に基づいて第１間欠ギヤ５１Ａが回転させられる。その
結果、第１間欠ギヤ５１Ａは、第１駆動ギヤ６４Ａと噛み合っていない空転状態から、第
１駆動ギヤ６４Ａと噛み合っている状態に移行する。
【００４７】
　第３間欠ギヤ６６Ａと第１間欠ギヤ５１Ａとの間に設けられるカム機構は、以下のよう
に構成されている。第３間欠ギヤ６６Ａには、ワイパーユニット５０側に突出する突出部



(12) JP 6372100 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

６７Ａ（図７参照）が形成されている。突出部６７Ａの先端面にはカム部（図示省略）が
形成されている。このカム部は、後述する第２回転カム５５の第７カム部５５ｄ（図１０
参照）と同じ形状であり、円形凹部における内周面の周方向の一部を内周側に突出させた
形状である。このカム部に、第１間欠ギヤ５１Ａと一体に回転する第１回転カム５２に設
けられた第３カム部５２ｃ（図９、図１１参照）が挿入される。これらのカム部同士が係
合することで、第３間欠ギヤ６６Ａの回転が第１間欠ギヤ５１Ａに伝達される。
【００４８】
　第１間欠ギヤ５１Ａおよび第３間欠ギヤ６６Ａにおいて、その欠歯部の位相は、第３間
欠ギヤ６６Ａの回転に基づいて第１間欠ギヤ５１Ａが回転を始めてから、さらに所定角度
（例えば、３０度）回転した後に、第３間欠ギヤ６６Ａと第３駆動ギヤ６５Ａとの噛み合
いが外れて空転状態となるように設定されている。
【００４９】
　第１間欠ギヤ５１Ａが第１駆動ギヤ６４Ａと噛み合った後、更に駆動軸６１を第１回転
方向ＣＣＷに回転させ続けると、４つのワイパーユニット５０が順次駆動されて、往路の
シーケンス動作が行われる。このシーケンス動作の詳細は後述する。往路のシーケンス動
作が終了するとき、最後に、４つのワイパーユニット５０の配列におけるプリンター前方
Ｙ１側の端部に位置する第２間欠ギヤ５１Ｂが回転する。第２間欠ギヤ５１Ｂの回転は、
第４間欠ギヤ６６Ｂに伝達される。
【００５０】
　第２間欠ギヤ５１Ｂから第４間欠ギヤ６６Ｂへの回転の伝達は、第３間欠ギヤ６６Ａと
第１間欠ギヤ５１Ａの間に設けられたカム機構と同様のカム機構によって行われる。すな
わち、第４間欠ギヤ６６Ｂのプリンター後方Ｙ２側の面には、ワイパーユニット５０側に
突出するカム部（図示省略）が形成されている。このカム部は、上述した第１回転カム５
２の第３カム部５２ｃ（図９、図１１参照）と同じ形状である。このカム部は、第２間欠
ギヤ５１Ｂのプリンター前方Ｙ１側の面に形成された第７カム部５５ｄ（図１０参照）に
配置される。これらのカム部同士が係合することで、第４間欠ギヤ６６Ｂの回転が第２間
欠ギヤ５１Ｂに伝達される。また、第２間欠ギヤ５１Ｂと第４間欠ギヤ６６Ｂの欠歯部の
位相は、第１間欠ギヤ５１Ａおよび第３間欠ギヤ６６Ａの欠歯部の位相と同様に設定され
ている。すなわち、第４間欠ギヤ６６Ｂが回転を始めてから、さらに所定角度（例えば、
３０度）回転した後に、第２間欠ギヤ５１Ｂと第２駆動ギヤ６４Ｂとの噛み合いが外れて
空転状態となるように設定されている。
【００５１】
　このようにして、ワイパーユニット５０の往路のシーケンス動作に続いて、第４間欠ギ
ヤ６６Ｂおよび第２スパイラルカム４７Ｂの第２回転方向ＣＷへの回転が開始する。第２
スパイラルカム４７Ｂは、前方位置４０Ｂで第２回転方向ＣＷに回転するとき、第２カム
ピン３６Ｂによってプリンター後方Ｙ２側に押圧移動させられる。これにより、可動ユニ
ット４０が後方位置４０Ａに移動する。
【００５２】
（駆動軸の第２回転方向ＣＷへの回転に基づく動作）
　次に、ワイパー装置３０では、駆動軸６１を第２回転方向ＣＷに回転させると、可動ユ
ニット４０が上述した後方位置４０Ａにある状態で、４つのワイパーユニット５０による
復路のシーケンス動作が行われ、しかる後に、可動ユニット４０のプリンター前方Ｙ１側
へのスライド動作（後方位置４０Ａから前方位置４０Ｂへの移動）が行われる。
【００５３】
　まず、駆動軸６１を第２回転方向ＣＷへ回転させると、第４駆動ギヤ６５Ｂによって、
第４間欠ギヤ６６Ｂおよび第２スパイラルカム４７Ｂが第１回転方向ＣＣＷに回転する。
このとき、第２カムピン３６Ｂは第２螺旋状凹部４８Ｂ内で空転するため、可動ユニット
４０は後方位置４０Ａから移動しない。第４間欠ギヤ６６Ｂが所定の回転位置に到達する
と、第４間欠ギヤ６６Ｂと、ワイパーユニット５０の配列の端部（プリンター前方Ｙ１側
の端部）に位置する第２間欠ギヤ５１Ｂとの間に設けられたカム機構が係合する。これに
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より、第４間欠ギヤ６６Ｂの回転に基づいて第２間欠ギヤ５１Ｂが回転させられる。その
結果、第２間欠ギヤ５１Ｂは、第２駆動ギヤ６４Ｂと噛み合っていない空転状態から、第
２駆動ギヤ６４Ｂと噛み合っている状態に移行する。
【００５４】
　第４間欠ギヤ６６Ｂと第２間欠ギヤ５１Ｂとの間に設けられるカム機構、および第２間
欠ギヤ５１Ｂと第４間欠ギヤ６６Ｂの欠歯部の位相は、往路の動作説明で述べたとおりで
ある。従って、復路のシーケンス動作の開始時には、第２間欠ギヤ５１Ｂが回転を開始す
ると、その少し後に第４間欠ギヤ６６Ｂの回転が止まる。
【００５５】
　第２間欠ギヤ５１Ｂが第２駆動ギヤ６４Ｂと噛み合った後、更に駆動軸６１を第２回転
方向ＣＷに回転させ続けると、４つのワイパーユニット５０が順次駆動されて、復路のシ
ーケンス動作が行われる。このシーケンス動作の詳細は後述する。復路のシーケンス動作
が終了するとき、最後に、４つのワイパーユニット５０の配列におけるプリンター後方Ｙ
２側の端部に位置する第１間欠ギヤ５１Ａが回転する。第１間欠ギヤ５１Ａの回転は、カ
ム機構によって第３間欠ギヤ６６Ａに伝達される。
【００５６】
　第１間欠ギヤ５１Ａと第３間欠ギヤ６６Ａとの間に設けられるカム機構、および第１間
欠ギヤ５１Ａと第３間欠ギヤ６６Ａの欠歯部の位相は、往路の動作説明で述べたとおりで
ある。従って、復路のシーケンス動作の開始時には、第３間欠ギヤ６６Ａが回転を開始す
ると、その少し後に第１間欠ギヤ５１Ａの回転が止まる。
【００５７】
　このようにして、ワイパーユニット５０の復路のシーケンス動作に続いて、第３間欠ギ
ヤ６６Ａおよび第１スパイラルカム４７Ａの第１回転方向ＣＣＷへの回転が開始する。第
１スパイラルカム４７Ａは、後方位置４０Ａで第１回転方向ＣＣＷに回転するとき、第１
カムピン３６Ａによってプリンター前方Ｙ１側に押圧移動させられる。これにより、可動
ユニット４０が前方位置４０Ｂに戻る。
【００５８】
（ワイパーユニット）
　図９、図１０はワイパーユニット５０の分解斜視図であり、図９はプリンター後方Ｙ２
側から見た状態、図１０はプリンター前方Ｙ１側から見た状態を示す。また、図１１はワ
イパー部とワイパークリーナー部に分解した状態を示す分解斜視図であり、プリンター後
方Ｙ２側から見た状態を示す。図１１に示すように、ワイパーユニット５０は、ワイパー
クリーナー部５０Ａとワイパー部５０Ｂがプリンター前後方向Ｙに隣り合って並んでいる
。本形態では、ワイパーユニット５０を４つ備えるため、ワイパークリーナー部５０Ａと
ワイパー部５０Ｂは、プリンター前後方向Ｙに交互に４組配列されている（図７参照）。
【００５９】
　また、ワイパー装置３０は、ワイパークリーナー部５０Ａのワイパークリーナーレバー
５３の動作と、ワイパー部５０Ｂのワイパー５７の動作とを、ワイパーユニット５０の配
列方向に沿って順次行わせるワイパー駆動機構３０Ａ（図７参照）を備える。ワイパー駆
動機構３０Ａは、上述した駆動軸６１および支軸６２と、駆動軸６１の軸線方向に配列さ
れた複数のギヤユニット３０Ｂを備える。ギヤユニット３０Ｂは、第１駆動ギヤ６４Ａと
、後述するワイパークリーナー部５０Ａの第１間欠ギヤ５１Ａおよび第１回転カム５２か
らなる第１のギヤユニット３０Ｂ（１）と、第２駆動ギヤ６４Ｂと、後述するワイパー部
５０Ｂの第２間欠ギヤ５１Ｂおよび第２回転カム５５からなる第２のギヤユニット３０Ｂ
（２）の２組のギヤユニットによって構成されている。第１、第２のギヤユニットＢ（１
）、Ｂ（２）は、駆動軸６１および支軸６２に沿って交互に配置されている。複数のギヤ
ユニット３０Ｂは、駆動軸６１の一方向への回転に基づき、その配列方向に沿って順次噛
み合うように連結されている。
【００６０】
（ワイパークリーナー部）
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　ワイパークリーナー部５０Ａは、第１間欠ギヤ５１Ａ、第１回転カム５２、ワイパーク
リーナーレバー５３、第１昇降部材５４、および第１コイルバネ５８Ａ（図１０参照）を
備える。ワイパークリーナー部５０Ａは、第１間欠ギヤ５１Ａと一体に回転する第１回転
カム５２によって、ワイパークリーナーレバー５３をその下端を中心としてプリンター幅
方向Ｘに揺動させる動作を行う。ワイパークリーナーレバー５３の先端（上端）には、ク
リーニング板５９が設けられている。図４、図５等に示すように、クリーニング板５９は
、ワイパー装置３０における内ケース４１の開口４５に配置される。クリーニング板５９
は、開口４５を開閉する蓋部材として機能しつつ、ワイパー５７に付着したインクや異物
を除去するクリーニング部材として機能する。
【００６１】
　クリーニング板５９は、開口４５が形成されている内ケース４１の湾曲面４４に沿った
形状に湾曲している。ワイパークリーナーレバー５３が揺動すると、クリーニング板５９
はプリンター幅方向Ｘに移動する。ワイパークリーナーレバー５３は、開口４５に配置さ
れたワイパー５７をクリーニング板５９がプリンター上方Ｚ１側から覆う閉位置５３Ａ（
図４～図７参照）と、クリーニング板５９を吸引装置２０の側に退避させた開位置５３Ｂ
（図４～図７参照）の間を移動する。図４～図７では、ワイパーユニット５０の配列のう
ち、プリンター後方Ｙ２側の端部に位置するワイパーユニット５０では、ワイパークリー
ナーレバー５３が開位置５３Ｂに位置し、他の３つのワイパークリーナーレバー５３は閉
位置５３Ａに位置している状態を示す。開位置５３Ｂでは、クリーニング板５９はワイパ
ー５７の上から退避しているので、開口４５からプリンター上下方向Ｚに昇降するワイパ
ー５７とクリーニング板５９が干渉しない状態になる。
【００６２】
　図９、図１０に示すように、ワイパークリーナーレバー５３は、クリーニング板５９と
逆の側の端部（下端）が２つに分岐している。分岐部の間に設けられた溝部５３ａには、
駆動軸６１が配置される。これにより、ワイパークリーナーレバー５３は、駆動軸６１に
よってプリンター幅方向Ｘに揺動可能に支持される。また、ワイパークリーナーレバー５
３には、クリーニング板５９と溝部５３ａとの間の部位をプリンター前後方向Ｙに貫通す
る貫通部５３ｂが形成されている。貫通部５３ｂは、プリンター上下方向Ｚに延在する長
孔である。第１昇降部材５４は、ワイパークリーナーレバー５３のプリンター後方Ｙ２側
に配置されている。第１昇降部材５４は、ワイパークリーナーレバー５３の貫通部５３ｂ
と重なる貫通部５４ａを備える。貫通部５４ａは、プリンター幅方向Ｘに延在する長孔で
ある。
【００６３】
　第１回転カム５２は、図９に示すように、第１間欠ギヤ５１Ａからプリンター後方Ｙ２
側に突出する第１カム部５２ａと、第１カム部５２ａの先端から更に突出する第２カム部
５２ｂと、第２カム部５２ｂの先端から更に突出する第３カム部５２ｃを備える。図１１
に示すように、第１間欠ギヤ５１Ａおよび第１回転カム５２、ワイパークリーナーレバー
５３、および第１昇降部材５４の３つの部材は、第１カム部５２ａをワイパークリーナー
レバー５３の貫通部５３ｂに配置し、第１カム部５２ａを第１昇降部材５４の貫通部５４
ａに配置するように組み付けられている。第１回転カム５２は、支軸６２に回転可能に取
り付けられた第１間欠ギヤ５１Ａと一体になって、支軸６２の中心軸線Ｌ１を中心として
回転する。組み付け後の状態で、第３カム部５２ｃは、第１昇降部材５４から更にプリン
ター後方Ｙ２側に突出している。第３カム部５２ｃは、上述したように、ワイパーユニッ
ト５０の配列のプリンター後方Ｙ２側の端部に位置する場合、第３間欠ギヤ６６Ａとの間
で回転を伝達するカム機構を構成する。また、隣り合うワイパーユニット５０の第２間欠
ギヤ５１Ｂとの間で回転を伝達するカム機構を構成する。
【００６４】
　図１０に示すように、第１間欠ギヤ５１Ａのプリンター前方Ｙ１側の面には、第４カム
部５２ｄが形成されている。第４カム部５２ｄは、第１間欠ギヤ５１Ａの回転軸線（すな
わち、中心軸線Ｌ１）を中心とする円形凹部において、その内周面の周方向の一部を内周
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側に突出させた形状である。第４カム部５２ｄには、隣り合うワイパー部５０Ｂの第２回
転カム５５に設けられた後述する第６カム部５５ｃが配置される。第４カム部５２ｄおよ
び第６カム部５５ｃは、ワイパークリーナー部５０Ａの第１間欠ギヤ５１Ａと、ワイパー
部５０Ｂの第２回転カム５５および第２間欠ギヤ５１Ｂとの間で回転を伝達するカム機構
を構成する。
【００６５】
　ワイパークリーナー部５０Ａは、第１間欠ギヤ５１Ａが第１駆動ギヤ６４Ａと噛み合っ
ている状態において、駆動軸６１が第１回転方向ＣＣＷに回転すると、第１間欠ギヤ５１
Ａと一体に形成された第１回転カム５２が第２回転方向ＣＷに回転する。このとき、第１
回転カム５２の第１カム部５２ａは、貫通部５３ｂ内をプリンター上下方向Ｚに移動しな
がら、ワイパークリーナーレバー５３をプリンター幅方向Ｘの一方側Ｘ１（図４に示す吸
引装置２０側）に揺動させる。すなわち、ワイパークリーナーレバー５３を閉位置５３Ａ
から開位置５３Ｂに移動させる。これが、ワイパークリーナーレバー５３の開動作である
。一方、駆動軸６１が第２回転方向ＣＷに回転すると、第１回転カム５２が第１回転方向
ＣＣＷに回転する。このとき、第１カム部５２ａは、ワイパークリーナーレバー５３をプ
リンター幅方向Ｘの他方側Ｘ２（吸引装置２０と逆の側）に揺動させる。これにより、ワ
イパークリーナーレバー５３は、開位置５３Ｂから閉位置５３Ａに移動する。これが、ワ
イパークリーナーレバー５３の閉動作である。
【００６６】
　また、第１回転カム５２が第２回転方向ＣＷあるいは第１回転方向ＣＣＷに回転して、
第１カム部５２ａがワイパークリーナーレバー５３を揺動させるとき、第２カム部５２ｂ
は、第１昇降部材５４の貫通部５４ａ内をプリンター幅方向Ｘに移動しながら、第１昇降
部材５４をプリンター上下方向Ｚに昇降させる。ワイパーユニット５０を収容する内ケー
ス４１には、そのケース側面の内側に、第１昇降部材５４のプリンター幅方向Ｘの側端縁
を挿入するガイド溝が形成されている。第１昇降部材５４は、このガイド溝に案内されて
昇降する。図１０に示すように、第１昇降部材５４には、第１コイルバネ５８Ａ（第１付
勢部材）の一端が係合されている。第１コイルバネ５８Ａの他端は、内ケース４１のケー
ス側面の下端に係合されている。第１昇降部材５４は、第１コイルバネ５８Ａによってプ
リンター下方Ｚ２に付勢されている。
【００６７】
　第１回転カム５２は、第１カム部５２ａがワイパークリーナーレバー５３を閉位置５３
Ａに移動させたときの回転位置Ａ１（図１１参照）と、第１カム部５２ａがワイパークリ
ーナーレバー５３を開位置５３Ｂに移動させたときの回転位置Ｂ１（図１１参照）の間で
回転する。このとき、第１回転カム５２と一体になっている第１間欠ギヤ５１Ａも同位相
で回転する。第１間欠ギヤ５１Ａは、回転位置Ａ１から回転位置Ｂ１まで回転する間に第
１駆動ギヤ６４Ａと噛み合う範囲に歯部が形成され、他の部分は欠歯部となっている。こ
こで、第１昇降部材５４を介して第１コイルバネ５８Ａの付勢力が第２カム部５２ｂに作
用する。この付勢力は、第１間欠ギヤ５１Ａを、第１駆動ギヤ６４Ａとの噛み合いが外れ
る側（すなわち、空転位置側）に回転させるように作用する。具体的には、回転位置Ａ１
では回転位置Ｂ１と逆の側に回転させる方向に作用し、回転位置Ｂ１では回転位置Ａ１と
逆の側に回転させる方向に作用する。このように、第１間欠ギヤ５１Ａを空転位置側に逃
がすように付勢することで、振動などによって第１間欠ギヤ５１Ａの回転位置がずれて、
不用意に第１間欠ギヤ５１Ａと第１駆動ギヤ６４Ａが噛み合って動き出してしまうことを
回避できる。
【００６８】
（ワイパー部）
　ワイパー部５０Ｂは、第２間欠ギヤ５１Ｂ、第２回転カム５５、第２昇降部材５６、ワ
イパー５７、第２コイルバネ５８Ｂを備える。ワイパー部５０Ｂは、第２間欠ギヤ５１Ｂ
と一体に回転する第２回転カム５５によって第２昇降部材５６を昇降させ、これによって
第２昇降部材５６に搭載されたワイパー５７を昇降させる動作を行う。ワイパー５７はゴ



(16) JP 6372100 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

ム等の弾性材からなり、第２昇降部材５６の上端に配置されている。ワイパー５７は、開
口４５よりプリンター下方Ｚ２側に下降した退避位置５７Ａ（図４、図７参照）と、開口
４５からプリンター上方Ｚ１側に突出したワイピング位置５７Ｂ（図４、図７参照）の間
を移動する。ワイパー５７がワイピング位置５７Ｂに突出している状態で、インクジェッ
トヘッド７をプリンター幅方向Ｘに移動させてワイパー装置３０の上を通過させると、ワ
イパー５７がインクジェットヘッド７のノズル面７ａ（単位ヘッド７１、７３のノズル面
、あるいは、単位ヘッド７２、７４のノズル面）に摺接する。また、ワイパー５７は、退
避位置５７Ａに退避している状態では、ノズル面７ａに摺接しない。
【００６９】
　第２回転カム５５は、図９に示すように、第２間欠ギヤ５１Ｂの中心部からプリンター
後方Ｙ２側に延在する円筒部５５ａと、円筒部５５ａよりも外周側においてプリンター後
方Ｙ２側に突出する第５カム部５５ｂと、円筒部５５ａの外周面に沿ってプリンター前後
方向Ｙに延在する第６カム部５５ｃを備える。円筒部５５ａには支軸６２が挿通される。
【００７０】
　第２昇降部材５６には、プリンター前後方向Ｙに貫通する貫通部５６ａが形成されてい
る。貫通部５６ａは、プリンター幅方向Ｘに延在する長孔である。図１１に示すように、
第２間欠ギヤ５１Ｂおよび第２回転カム５５と、第２昇降部材５６の２つの部材は、円筒
部５５ａ、第５カム部５５ｂ、および第６カム部５５ｃを第２昇降部材５６の貫通部５６
ａに配置するように組み付けられている。第２回転カム５５は、支軸６２に回転可能に取
り付けられた第２間欠ギヤ５１Ｂと一体になって、支軸６２の中心軸線Ｌ１を中心として
回転する。組み付け後の状態で、円筒部５５ａおよび第６カム部５５ｃは、第２昇降部材
５６から更にプリンター後方Ｙ２側（ワイパークリーナー部５０Ａ側）に突出している。
第６カム部５５ｃは、上述したように、隣り合うワイパークリーナー部５０Ａの第１間欠
ギヤ５１Ａに設けられた第４カム部５２ｄに配置される。
【００７１】
　図１０に示すように、第２間欠ギヤ５１Ｂのプリンター前方Ｙ１側の面には、第７カム
部５５ｄが形成されている。第７カム部５５ｄは、第２間欠ギヤ５１Ｂの回転軸線（すな
わち、支軸６２の中心軸線Ｌ１）を中心とする円形凹部において、その内周面の周方向の
一部を内周側に突出させた形状である。この第７カム部５５ｄは、上述したように、ワイ
パーユニット５０の配列のプリンター前方Ｙ１側の端部に位置する場合、第３間欠ギヤ６
６Ａとの間で回転を伝達するカム機構を構成する。また、隣り合うワイパーユニット５０
の第１間欠ギヤ５１Ａとの間で回転を伝達するカム機構を構成する。
【００７２】
　ワイパー部５０Ｂは、第２間欠ギヤ５１Ｂが第２駆動ギヤ６４Ｂと噛み合っている状態
において、駆動軸６１が第１回転方向ＣＣＷに回転すると、第２間欠ギヤ５１Ｂと一体に
形成された第２回転カム５５が第２回転方向ＣＷに回転する。このとき、第２回転カム５
５の第５カム部５５ｂは、貫通部５６ａ内をプリンター幅方向Ｘに移動しながら、第２昇
降部材５６を一度昇降させる。このとき、ワイパー５７は、上述した退避位置５７Ａから
ワイピング位置５７Ｂに上昇した後、退避位置５７Ａに戻る。これが、ワイパー５７のワ
イピング動作である。また、ワイパー部５０Ｂは、駆動軸６１が第２回転方向ＣＷに回転
するとき、第２回転カム５５が第２昇降部材５６を一度昇降させる。つまり、ワイパー部
５０Ｂは、駆動軸６１が第１回転方向ＣＣＷと第２回転方向ＣＷのどちらの方向に回転す
るときも、ワイパー５７が同じワイピング動作を行う。
【００７３】
　ワイパーユニット５０を収容する内ケース４１には、そのケース側面の内側に、第２昇
降部材５６のプリンター幅方向Ｘの側端縁を挿入するガイド溝が形成されている。第２昇
降部材５６は、このガイド溝に案内されて昇降する。図９に示すように、第２昇降部材５
６には、第２コイルバネ５８Ｂ（第２付勢部材）の一端が係合されている。第２コイルバ
ネ５８Ｂの他端は、内ケース４１のケース側面の下端に係合されている。第２昇降部材５
６は、第２コイルバネ５８Ｂによってプリンター下方Ｚ２に付勢されている。
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【００７４】
　第２回転カム５５は、第５カム部５５ｂが貫通部５６ａのプリンター幅方向Ｘの一端側
に位置しているときの回転位置Ａ２（図１１参照）と、第５カム部５５ｂが貫通部５６ａ
の他端側に位置しているときの回転位置Ｂ２（図１１参照）の間で回転する。このとき、
第２回転カム５５と一体になっている第２間欠ギヤ５１Ｂも同位相で回転する。第２間欠
ギヤ５１Ｂは、回転位置Ａ２から回転位置Ｂ２まで回転する間に第１駆動ギヤ６４Ａと噛
み合う範囲に歯部が形成され、他の部分は欠歯部となっている。ここで、第２昇降部材５
６を介して第２コイルバネ５８Ｂの付勢力が第５カム部５５ｂに作用すると、この付勢力
は、第２間欠ギヤ５１Ｂを、第２駆動ギヤ６４Ｂとの噛み合いが外れる側（すなわち、空
転位置側）に回転させるように作用する。具体的には、回転位置Ａ２では回転位置Ｂ２と
逆の側に回転させる方向に作用し、回転位置Ｂ２では回転位置Ａ２と逆の側に回転させる
方向に作用する。このように、第２間欠ギヤ５１Ｂを空転位置側に逃がすように付勢する
ことで、振動などによって第２間欠ギヤ５１Ｂの回転位置がずれて、不用意に第２間欠ギ
ヤ５１Ｂと第２駆動ギヤ６４Ｂが噛み合って動き出してしまうことを回避できる。
【００７５】
（往路のシーケンス動作）
　図１２はワイパーユニット５０の動作説明図である。図１２（ａ）はワイパークリーナ
ーレバー５３が閉位置５３Ａにあり、ワイパー５７が退避位置５７Ａにある状態である。
また、図１２（ｂ）はワイパークリーナーレバー５３が開位置５３Ｂから閉位置５３Ａ移
動する途中の位置にあり、ワイパー５７が退避位置５７Ａからワイピング位置５７Ｂに上
昇する途中の状態である。また、図１２（ｃ）はワイパークリーナーレバー５３が閉位置
５３Ａにあり、ワイパー５７がワイピング位置５７Ｂにある状態である。
【００７６】
　ワイパーユニット５０は、往路のシーケンス動作では、ワイパークリーナーレバー５３
の開動作（閉位置５３Ａから開位置５３Ｂへの片道移動）と、ワイパー５７の昇降動作（
退避位置５７Ａからワイピング位置５７Ｂに移動し、再び退避位置５７Ａに戻る１往復の
動作）の２つの動作を１セットとして、この往路動作を、４組のワイパーユニット５０で
それぞれ１回ずつ順次行う。往路動作では、図１２（ａ）、図１２（ｂ）、図１２（ｃ）
の順でワイパーユニット５０が動作し、最後にワイパー５７が退避位置５７Ａに下降する
までの動作が行われる。往路のシーケンス動作は、４組のワイパーユニット５０において
、ワイパークリーナーレバー５３が全て閉位置５３Ａにある状態（初期状態）から開始さ
れる。往路のシーケンス動作が終了すると、４組のワイパーユニット５０は、ワイパーク
リーナーレバー５３が全て開位置５３Ｂにある状態（途中状態）となる。
【００７７】
　ワイパーユニット５０の往路動作は、上述したように、ワイパークリーナー部５０Ａの
第１間欠ギヤ５１Ａが、隣接する間欠ギヤ（第３間欠ギヤ６６Ａ、あるいは、隣接するワ
イパー部５０Ｂの第２間欠ギヤ５１Ｂ）の回転に基づいて回転開始させられることによっ
て始まる。以下の説明において、４つのワイパーユニット５０のうち、プリンター後方Ｙ
２側の端部に位置するワイパーユニット５０を１つ目のワイパーユニット５０（１）とす
る。そして、プリンター後方Ｙ２側からプリンター前方Ｙ１側に向けて順に、２つ目のワ
イパーユニット５０（２）、３つ目のワイパーユニット５０（３）、４つ目のワイパーユ
ニット５０（４）とする（図７参照）。
【００７８】
　往路動作の開始時には、ワイパーユニット５０は、図１２（ａ）に示す状態である。ま
ず、ワイパーユニット５０の配列のうち、１つ目のワイパーユニット５０（１）の第１間
欠ギヤ５１Ａが第１駆動ギヤ６４Ａと噛み合って空転状態から脱すると、第１回転カム５
２が回転して、ワイパークリーナーレバー５３の開動作が始まる。第１間欠ギヤ５１Ａは
、ワイパークリーナーレバー５３の開動作が行われている途中の回転位置で、隣りのワイ
パー部５０Ｂの第２間欠ギヤ５１Ｂを、カム機構（第４カム部５２ｄおよび第６カム部５
５ｃ）を介して回転開始させる。これにより、ワイパークリーナーレバー５３の動作から
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少し遅れてワイパー５７の上昇が始まる（図１２（ｂ）参照）。第１間欠ギヤ５１Ａは、
第２間欠ギヤ５１Ｂが回転を始めてから、さらに所定角度（例えば、３０度）回転した後
に、第１駆動ギヤ６４Ａとの噛み合いが外れて空転状態とに戻る。これにより、ワイパー
クリーナーレバー５３は開位置５３Ｂで停止する。一方、空転状態から脱した第２間欠ギ
ヤは回転を続け、ワイパー５７がワイピング位置５７Ｂまで上昇し（図１２（ｃ）参照）
、しかる後に下降する。ここまでが、１つ目のワイパーユニット５０（１）の往路動作で
ある。
【００７９】
　続いて、２つ目のワイパーユニット５０（２）の往路動作が行われる。１つ目のワイパ
ーユニット５０（１）の第２間欠ギヤ５１Ｂは、ワイパー５７の昇降動作が終了する前の
回転位置で、２つ目のワイパーユニット５０（２）のワイパークリーナー部５０Ａに設け
られた第１間欠ギヤ５１Ａを、カム機構（第７カム部５５ｄおよび第３カム部５２ｃ）を
介して回転開始させる。その結果、第１間欠ギヤ５１Ａは、第１駆動ギヤ６４Ａと噛み合
って空転状態から脱する。これにより、２つ目のワイパーユニット５０（２）の往路動作
が開始する。以下同様にして、２つ目のワイパーユニット５０（２）の往路動作の終了時
に、３つ目のワイパーユニット５０（３）の往路動作が開始され、続いて、４つ目のワイ
パーユニット５０（４）の往路動作が行われる。
【００８０】
　ワイパーユニット５０の往路のシーケンス動作は、このように、４組の第１間欠ギヤ５
１Ａおよび第２間欠ギヤ５１Ｂが、プリンター後方Ｙ２側の端部に配置された１つ目の第
１間欠ギヤ５１Ａから順に、予め決められた位相差で、順次空転状態から脱して駆動軸６
１の回転に基づいて回転させられ、順次空転状態に戻ることによって行われる。
【００８１】
（復路のシーケンス動作）
　一方、ワイパーユニット５０は、復路のシーケンス動作では、ワイパー５７の昇降動作
（退避位置５７Ａからワイピング位置５７Ｂに移動し、再び退避位置５７Ａに戻る１往復
の動作）と、ワイパークリーナーレバー５３の閉動作（開位置５３Ｂから閉位置５３Ａへ
の片道移動）の２つの動作を１セットとして、この復路動作を、４組のワイパーユニット
５０でそれぞれ１回ずつ順次行う。復路動作は、ワイパークリーナーレバー５３が開位置
５３Ｂにあり、ワイパー５７が退避位置５７Ａに下降している状態から始まる。復路動作
は、往路動作とは逆に、図１２（ｃ）、図１２（ｂ）、図１２（ａ）の順でワイパーユニ
ット５０が動作する。復路のシーケンス動作は、４組のワイパーユニット５０において、
ワイパークリーナーレバー５３が全て開位置５３Ｂにある状態（途中状態）から開始され
る。復路のシーケンス動作が終了すると、４組のワイパーユニット５０は、ワイパークリ
ーナーレバー５３が全て閉位置５３Ａにある状態（初期状態）に復帰する。
【００８２】
　ワイパーユニット５０の復路動作は、上述したように、ワイパー部５０Ｂの第２間欠ギ
ヤ５１Ｂが、隣接する間欠ギヤ（第４間欠ギヤ６６Ｂ、あるいは、隣接するワイパークリ
ーナー部５０Ａの第１間欠ギヤ５１Ａ）の回転に基づいて回転開始させられることによっ
て始まる。
【００８３】
　まず、ワイパーユニット５０の配列のうち、４つ目のワイパーユニット５０（４）の第
２間欠ギヤ５１Ｂが第２駆動ギヤ６４Ｂと噛み合って空転状態から脱すると、駆動軸６１
の回転に基づき、第２間欠ギヤ５１Ｂと第２回転カム５５が回転して、ワイパー５７の昇
降動作が行われる（図１２（ａ）参照）。第２間欠ギヤ５１Ａは、ワイパー５７の昇降動
作が終了する前の回転位置で、隣り合うワイパークリーナー部５０Ａの第１間欠ギヤ５１
Ａを、カム機構（第４カム部５２ｄおよび第６カム部５５ｃ）を介して回転開始させる。
これにより、第１回転カム５２が回転して、ワイパークリーナーレバー５３の閉動作が行
われる（図１２（ｂ）参照）。第２間欠ギヤ５１Ｂは、第１間欠ギヤ５１Ａが回転を始め
てから、さらに所定角度（例えば、３０度）回転した後に、第２駆動ギヤ６４Ｂとの噛み
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合いが外れて空転状態とに戻り、ワイパー部５０Ｂの昇降動作が終了する。一方、空転状
態から脱した第１間欠ギヤは、ワイパークリーナーレバー５３が閉位置５３Ａに戻るまで
回転し（図１２（ａ）参照）、空転状態に戻る。ここまでが、４つ目のワイパーユニット
５０の復路動作である。
【００８４】
　続いて、３つ目のワイパーユニット５０（３）の復路動作が行われる。４つ目のワイパ
ーユニット５０（４）の第１間欠ギヤ５１Ａは、ワイパークリーナーレバー５３の閉動作
が終了する前の回転位置で、３つ目のワイパーユニット５０（３）のワイパー部５０Ｂに
設けられた第２間欠ギヤ５１Ｂを、カム機構（第７カム部５５ｄおよび第３カム部５２ｃ
）を介して回転開始させる。その結果、第２間欠ギヤ５１Ｂは、第２駆動ギヤ６４Ｂと噛
み合って空転状態から脱する。これにより、３つ目のワイパーユニット５０（３）の復路
動作が開始する。以下同様にして、３つ目のワイパーユニット５０（３）の往路動作の終
了時に、２つ目のワイパーユニット５０（２）の復路動作が開始され、続いて、１つ目の
ワイパーユニット５０（１）の復路動作が行われる。
【００８５】
　ワイパーユニット５０の復路のシーケンス動作は、このように、４組の第１間欠ギヤ５
１Ａおよび第２間欠ギヤ５１Ｂが、往路とは逆順に、予め決められた位相差で、順次空転
状態から脱して駆動軸６１の回転に基づいて回転させられ、順次空転状態に戻ることによ
って行われる。
【００８６】
　以上の説明は、４つのワイパーユニット５０を全て動かすシーケンス動作の例であった
が、４つのうちの一部だけを動かすシーケンス動作を行ってもよい。例えば、１つ目から
３つ目うちのどれかの往路動作まで行った段階で駆動軸６１の回転方向を切り換えて、復
路動作を行うこともできる。このようにすると、不必要なワイパーユニット５０を動かす
ことなく、目標の位置にあるワイパー５７でワイピングを行うことができる。
【００８７】
（ワイピング動作）
　図９～図１１に示すように、ワイパークリーナーレバー５３には、クリーニング板５９
におけるプリンター幅方向の一方側Ｘ１（吸引装置２０と逆の側）の縁に、拭き取り部５
９ａが形成されている。拭き取り部５９ａは、ワイパークリーナーレバー５３が開位置５
３Ｂから閉位置５３Ａに戻るときに移動方向の前方側に位置し、ワイパー５７のインクや
異物が付着した面に摺接する部位である。ワイパー装置３０では、ワイパークリーナーレ
バー５３が開位置５３Ｂから閉位置５３Ａに戻る前に、ワイパー５７の昇降動作（ワイピ
ング動作）が行われる。プリンター１の制御部は、この昇降動作によってワイパー５７が
ワイピング位置５７Ｂに上昇しているとき、吸引装置２０の上のメンテナンス位置７Ｂか
ら、プラテンユニット８の上の印刷位置７Ａにインクジェットヘッド７を移動させるよう
に、ワイパー装置３０およびヘッド移動機構１２を制御する。これにより、ワイピング位
置５７Ｂに上昇したワイパー５７によって、ノズル面７ａがワイピングされ、インクや異
物が除去される。
【００８８】
　プリンター１の制御部は、例えば、インクジェットヘッド７のプリンター後方Ｙ２側の
端部に位置するヘッドユニット７Ｂｋのノズル面をワイピングするときは、１つ目のワイ
パーユニット５０（１）の往路動作を行い、その途中でワイパー５７がワイピング位置５
７Ｂに上昇しているとき、メンテナンス位置７Ｂから印刷位置７Ａにインクジェットヘッ
ド７を移動させる。また、ヘッドユニット７Ｃのノズル面をワイピングするときは、２つ
目のワイパーユニット５０（２）の往路動作の途中でワイパー５７がワイピング位置５７
Ｂに上昇しているとき、メンテナンス位置７Ｂから印刷位置７Ａにインクジェットヘッド
７を移動させる。同様に、ヘッドユニット７Ｍ、７Ｙのノズル面をワイピングするときは
、３つ目、４つ目のワイパーユニット５０（３）、５０（４）の往路動作の途中でワイパ
ー５７がワイピング位置５７Ｂに上昇しているとき、メンテナンス位置７Ｂから印刷位置



(20) JP 6372100 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

７Ａにインクジェットヘッド７を移動させる。
【００８９】
　上述したように、往路のシーケンス動作は、ワイパーユニット５０を搭載した可動ユニ
ット４０が後方位置４０Ａにある状態で行なわれる。従って、往路動作の途中でインクジ
ェットヘッド７を移動させると、各ヘッドユニットの単位ヘッド７１、７３がワイピング
されることになる。一方、復路動作は、可動ユニット４０が前方位置４０Ｂにある状態で
行なわれるので、復路動作の途中でインクジェットヘッド７を移動させると、各ヘッドユ
ニットの単位ヘッド７２、７４がワイピングされる。このように、往路と復路のシーケン
ス動作の途中で適宜インクジェットヘッド７を移動させることで、各ヘッドユニット毎に
２列ずつ設けられている単位ヘッド列毎に、選択的にワイピングを行うことができる。
【００９０】
（ワイパー形状）
　ワイパー５７は、ゴム等の弾性材からなり、プリンター幅方向Ｘの一方側Ｘ１（吸引装
置２０側）に凸となる形状である。また、拭き取り部５９ａには、ワイパー５７の凸形状
に対応する形状の凹部５９ｂが形成されている。ここで、上述したように、ワイパー５７
がノズル面７ａを拭き取るとき、ノズル面７ａは、メンテナンス位置７Ｂから印刷位置７
Ａに向かう方向に移動するので、ワイパー５７は凸形状となった面を先頭にしてノズル面
７ａに摺接する。すなわち、ワイパー５７は、ノズル面７ａに対する摺接方向の前方側に
向かって凸となる形状をしている。このように、凸形状になっている面を先頭にしてワイ
ピングすることで、ワイピング中のワイパー５７の変形を抑制できる。よって、ノズル面
７ａからのインクや異物の除去性能が高まる。また、拭き取り部５９ａは、ワイパークリ
ーナーレバー５３の閉動作が行われるとき、ノズル面７ａと同じ方向に移動して、ワイパ
ー５７の凸形状側の面に摺接し、インクや異物をワイパー５７から拭き取る。このような
形状では、拭き取り部５９ａをワイパー５７に摺接させてクリーニングする際にワイパー
５７が凹むことが抑制される。更に、拭き取り部５９ａの形状は、ワイパー５７の凸形状
に合わせて凹形状になっている。従って、拭き取り部５９ａをワイパー５７の表面に密着
させて拭き取ることができる。よって、ワイパー５７からのインクや異物の除去性能が高
い。
【００９１】
（拭き取ったインクの処理）
　内ケース４１において、開口４５の内側には、閉位置５３Ａに戻ったクリーニング板５
９の拭き取り部５９ａとプリンター上下方向Ｚに重なる部位に、拭き取り部５９ａが摺接
される摺接部４５ａ（図４～図６参照）が形成されている。摺接部４５ａは、ワイパー５
７に対して、拭き取り部５９ａがクリーニング時に移動する方向の前方側（プリンター幅
方向Ｘの他方側Ｘ２）に位置している。ワイパー５７からクリーニング板５９の拭き取り
部５９ａに移ったインクや異物は、ワイパークリーナーレバー５３の閉動作の際に、最後
に拭き取り部５９ａが摺接部４５ａに摺接することによって、クリーニング板５９から除
去される。除去されたインクや異物は、摺接部４５ａから内ケース４１内の機構の上に滴
下するか、あるいは、内ケース４１のケース側面等を伝って流れ落ちる。流れ落ちたイン
クや異物は、外ケース３１のケース底部に配置されたインク吸収材８０（図６（ａ）参照
）に浸透して保持される。
【００９２】
　ここで、内ケース４１のケース側面４１ｂには、摺接部４５ａの近傍に貫通部４１ｃが
形成されている。この貫通部４１ｃを通り、摺接部４５からケース側面４１ｂの外側を通
ってケース底部に至る範囲に、多孔質のシート材８１（流路部材）が配置されている。シ
ート材８１は、内ケース４１を外ケース３１の下ケース３２内に収容したとき下ケース３
２と内ケース４１との隙間に配置される。シート材８１の下端は、インク吸収材８０に届
く位置まで延びている。このシート材８１によって、摺接部４５から外ケース３１のケー
ス底部に至るインク流路が構成されている。このようなインク流路を設けることで、ワイ
パー５７で除去したインクをシート材８１に浸透させてケース底部のインク吸収材８０に
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到達させることができる。従って、インクが機構部の上に直接滴下することを抑制しつつ
、除去したインクを効率的にインク吸収材に集めることができる。
【００９３】
（本形態の主な効果）
　以上のように、本形態のプリンター１およびそのワイパー装置３０は、ワイパー５７お
よびワイパークリーナーレバー５３を備えるワイパーユニット５０を有しており、これら
を１つのワイパーモーター４６の一方向への回転によって順次動作させることができる。
このようにすると、ワイパー５７とワイパークリーナーレバー５３のアクチュエーターを
共通化できる。また、ワイパークリーナーレバー５３は揺動部材であり、その先端に設け
られたクリーニング板５９の移動方向（プリンター幅方向Ｘに揺動する方向）は、ワイパ
ー５７の移動方向（プリンター上下方向Ｚ）と交差している。従って、単にワイパー５７
の表面に沿ってワイパークリーナーレバー５３を摺接させるよりも、ワイパー５７に付着
したインクや異物の除去性能が高い。従って、小型化に有利で、インクや異物の除去性能
に優れている。
【００９４】
　また、本形態は、複数のワイパーユニット５０を一列に配列して、これらをワイパーモ
ーター４６の一方向への回転に基づき、その配列方向に沿って順次駆動するシーケンス動
作を行う。具体的には、ワイパーモーター４６によって駆動軸６１が第１回転方向ＣＣＷ
へ回転することで、４つのワイパーユニット５０をプリンター後方Ｙ２側からプリンター
前方Ｙ１側へ向かう方向に順次駆動する往路のシーケンス動作を行う。また、ワイパーモ
ーター４６によって駆動軸６１が第２回転方向ＣＷへ回転することで、４つのワイパーユ
ニット５０をプリンター前方Ｙ１側からプリンター後方Ｙ２側へ向かう方向に順次駆動す
る復路のシーケンス動作を行う。
【００９５】
　このような構成によれば、ノズル面７ａの一部の領域に対応する位置のワイパーユニッ
ト５０が駆動されているタイミングで、ワイパー装置３０の上を通過するようにインクジ
ェットヘッド７を移動させることで、ノズル面７ａの一部を選択的にワイピングすること
ができる。従って、選択的にワイピングを行うことができる構成でありながら、複数の駆
動源を設ける必要がない。また、ヘッドユニットの数が増加しても１つのワイパーモータ
ー４６で駆動でき、アクチュエーターの数を増やす必要がない。更に、複数のワイパーユ
ニット５０を決まった順序で駆動させればよく、動作パターンが単純である。従って、構
成を簡素化でき、高速化にも適している。よって、ワイパー装置３０の小型化および簡素
化、高速化に有利である。また、ラインヘッドなどの大型のインクジェットヘッド７のノ
ズル面７ａを選択的にワイピングするのに適している。
【００９６】
　また、本形態では、駆動軸６１の一方向への回転に基づき、ワイパー５７によるワイピ
ング動作とワイパークリーナーレバー５３の開動作あるいは閉動作を連動して行う。ワイ
パークリーナーレバー５３は、開動作あるいは閉動作の際にワイパー５７に接触してワイ
パー５７に付着したインクや異物を除去するクリーニング動作を行うことができ、閉位置
５３Ａではワイパー５７を覆う蓋部材として機能する。従って、ワイピング動作とクリー
ニング動作、開口４５の開閉動作の一連の動作を１つの駆動源で行うことができ、小型化
および構成の簡素化に有利である。
【００９７】
　より具体的には、本形態では、駆動ギヤと間欠ギヤ、および回転カムを組み合わせたギ
ヤユニット３０Ｂによって、駆動軸６１の一方向への回転に基づき、ワイパー５７による
ワイピング動作とワイパークリーナーレバー５３の開動作あるいは閉動作を連動させて行
う。このように、駆動軸６１および支軸６２に沿って複数のギヤユニット３０Ｂを配列し
たコンパクトな構成で、１つのワイパーモーター４６による複数のワイパーユニット５０
のシーケンス動作を実現できる。また、この構成では、ワイパーユニット５０のシーケン
ス動作を高速で行うことが可能である。すなわち、１つのアクチュエーターによって複数



(22) JP 6372100 B2 2018.8.15

10

20

30

40

50

のワイパーユニット５０を選択的に動かす構成でありながら、高速化を実現できる。
【００９８】
　更に、本形態では、ワイパークリーナーレバー５３の拭き取り部５９ａは、クリーニン
グ動作の最後に摺接部４５ａに摺接してインクや異物が除去される。従って、ワイパーク
リーナーレバー５３の拭き取り部５９ａに移行したインクや異物を摺接部４５ａによって
拭き取り部５９ａから除去できる。従って、ワイパークリーナーレバー５３によるクリー
ニング性能を維持でき、その結果、ワイパー５７によるノズル面７ａからのインクや異物
の除去性能を維持できる。更に、シート材８１によって、摺接部４５から外ケース３１の
ケース底部に至るインク流路を構成しているため、ワイパー５７で除去したインクが機構
の上に滴下することを抑制し、シート材８１に浸透させてケース底部のインク吸収材８０
に到達させることができる。
【００９９】
（改変例）
　上記形態のワイパーユニット５０では、ワイパークリーナーレバー５３が開動作と閉動
作で同じ経路を通って移動する。この場合、ワイパークリーナーレバー５３は、閉動作の
ときたけでなく、開動作のときもクリーニング板５９の裏面にワイパー５７の先端が摺接
する。このとき、ワイパー５７は、クリーニング板５９の進行方向に撓み、クリーニング
板５９がワイパー５７から離れるときに弾性によって復帰することになる。このように、
開動作のときにワイパー５７がクリーニング板５９によって弾かれる構成では、ワイパー
５７にインクや異物が付着していた場合、こられがワイパー５７から飛び散ってしまう。
従って、閉動作のときのクリーニング動作でインクや異物を除去しきれない場合、これら
がワイパー５７から飛び散り、装置内に付着するおそれがある。改変例は、ワイパークリ
ーナーレバー５３の開動作ではクリーニング板５９を上昇させてワイパー５７との接触を
回避し、閉動作では上記形態と同じ経路を通ってクリーニングを行うように構成したもの
である。
【０１００】
　図１３は改変例のワイパークリーナー部の斜視図であり、図１３（ａ）はプリンター後
方Ｙ２側から見た状態、図１３（ｂ）はプリンター前方Ｙ１側から見た状態を示す。また
、図１４は改変例のワイパークリーナー部の側面図である。以下、上記形態と異なる部分
のみ説明し、上記形態と同じ部分は説明を省略する。図１３、図１４に示すように、改変
例のワイパークリーナー部１５０Ａは、上記形態と異なるワイパークリーナーレバー１５
３および第１昇降部材１５４（移動部材）を備える。
【０１０１】
　改変例の第１昇降部材１５４は、上記形態と同様に、第１回転カム５２に設けられた第
２カム部５２ｂの回転によって昇降する。改変例では、ワイパー部５０Ｂの構成は上記形
態と同じであり、第１昇降部材１５４の昇降方向は、ワイパー部５０Ｂのワイパー５７の
昇降方向と同一である。第１昇降部材１５４の上端には、プリンター上方Ｚ１に突出する
突出部１５４ａが形成されている。突出部１５４ａは、図１４に示すように、ワイパーク
リーナーレバー１５３の閉位置１５３Ａとプリンター上下方向Ｚに重なっている。一方、
改変例のワイパークリーナーレバー１５３には、クリーニング板１５９と、クリーニング
板１５９のプリンター下方Ｚ２側に配置された被押圧部１６０が設けられている。被押圧
部１６０は、突出部１５４ａに対してプリンター上方Ｚ１側に配置されている。
【０１０２】
　改変例のワイパークリーナーレバー１５３は、上記形態と同様に、第１回転カム５２に
設けられた第１カム部５２ａの回転によって、閉位置１５３Ａと開位置１５３Ｂとの間を
移動する。改変例では、ワイパークリーナーレバー１５３の開動作のとき、被押圧部１６
０が突出部１５４ａの上を通過するタイミングで、第２カム部５２ｂの回転によって第１
昇降部材１５４が上昇する。このため、開動作のときには、突出部１５４ａが被押圧部１
６０を介してワイパークリーナーレバー１５３をプリンター上方Ｚ１側に押し上げる。従
って、クリーニング板１５９は、プリンター上方Ｚ１側（矢印Ｃ方向）に上昇する経路を
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通って開位置１５３Ｂ側に移動する。よって、クリーニング板１５９がワイパー５７に接
触することなく、その上方を通って開位置１５３Ｂ側（図１４の矢印Ｄ方向）に移動する
。なお、ワイパークリーナーレバー１５３は、その下端が駆動軸６１を跨ぐ分岐形状にな
っているため、ワイパークリーナーレバー１５３は全体としてプリンター上下方向Ｚに移
動可能である。
【０１０３】
　ワイパークリーナーレバー１５３の被押圧部１６０が第１昇降部材１５４の突出部１５
４ａを乗り越えると、ワイパークリーナーレバー１５３は下降する。ワイパークリーナー
レバー１５３が下降するタイミングでは、クリーニング板１５９がワイパー５７の上方を
通過している。つまり、ワイパークリーナーレバー１５３は、閉位置１５３Ａから開位置
１５３Ｂに移動する開動作のとき、第２カム部５２ｂによって昇降させられる第１昇降部
材１５４を介して、ワイパー５７に接触しない経路を通って移動させられる。従って、開
動作のときにワイパー５７がクリーニング板１５９によって弾かれてインクや異物が飛び
散ることがない。
【０１０４】
　被押圧部１６０は、クリーニング板１５９の開位置１５３Ｂ側の端部の下側に配置され
ている。このため、ワイパークリーナーレバー１５３が開位置１５３Ｂから閉位置１５３
Ａに戻る閉動作のときは、突出部１５４ａが上昇するタイミングと、被押圧部１６０が突
出部１５４ａの上を通過するタイミングがずれている。このため、閉動作のときには、ワ
イパークリーナーレバー１５３は突出部１５４ａによって押し上げられることなく、上記
形態と同じ経路を通って移動する。従って、閉動作のときにはワイパー５７にクリーニン
グ板１５９の拭き取り部１５９ａが摺接し、ワイパー５７からインクや異物を拭き取るこ
とができる。
【０１０５】
　このように、改変例では、ワイパークリーナーレバー１５３は、第１回転カム５２によ
って揺動させられて開動作と閉動作を行うが、このとき、開動作ではワイパー５７に接触
しない経路を通り、閉動作ではワイパー５７に接触する経路を通ってクリーニング動作を
行う。従って、ワイパークリーナーレバー１５３を開動作の際にワイパー５７に接触させ
ないようにすることができ、ワイピング前にワイパー５７が弾かれてインクや異物が飛び
散るという不都合を防止できる。また、第１昇降部材１５４は、第１間欠ギヤ５１Ａを空
転位置側に付勢する部材として兼用されている。従って、部材点数の削減および小型化に
有利である。
【０１０６】
　なお、上記形態では、クリーニング板５９のプリンター前後方向Ｙの縁に、開口４５の
縁と重なる延出部が設けられ、この延出部が開口４５の縁のプリンター下方Ｚ２側に挿入
されてスライドするように構成されていたが、本形態のクリーニング板１５９は、開動作
において第１昇降部材１５４の突出部１５４ａによって押し上げられるとき、開口４５の
縁よりもプリンター下方Ｚ２側に挿入されることがない形状になっている。従って、開口
４５の縁によってクリーニング板１５９がプリンター上方Ｚ１側に上昇することを妨げら
れることがない。
【符号の説明】
【０１０７】
１…プリンター、２…プリンター筐体、２ａ…前面、３…操作パネル、４…排紙口、５Ａ
…開閉蓋、５Ｂ…開閉蓋、６…ロール紙収納部、７…インクジェットヘッド（液体吐出ヘ
ッド）、７Ａ…印刷位置、７Ｂ…メンテナンス位置、７ａ…ノズル面、７Ｂｋ…ヘッドユ
ニット、７Ｃ…ヘッドユニット、７Ｍ…ヘッドユニット、７Ｙ…ヘッドユニット、８…プ
ラテンユニット、８ａ…プラテン面、９…ロール紙、１０…媒体搬送路、１１…キャリッ
ジ、１１Ａ…プラテン対向位置、１１Ｂ…待機位置、１４…キャリッジガイド軸、１５…
キャリッジ移動機構、１５ａ…キャリッジモーター、１６…メンテナンスユニット、１７
…ベースフレーム、２０…吸引装置、２１…ヘッドキャップ、２１Ｂｋ、２１Ｃ、２１Ｍ
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、２１Ｙ…キャップユニット、２２～２５…単位キャップ、２６…吸引ポンプ、３０…ワ
イパー装置、３０Ａ…ワイパー駆動機構、３０Ｂ…ギヤユニット、３０Ｂ（１）…第１の
ギヤユニット、３０Ｂ（２）…第２のギヤユニット、３１…外ケース（第２ケース）、３
２…下ケース、３３…蓋ケース、３４…開口、３５…窓部、３６Ａ…第１カムピン、３６
Ｂ…第２カムピン、４０…可動ユニット、４０Ａ…後方位置、４０Ｂ…前方位置、４１…
内ケース（第１ケース）、４１ａ…モーター装着部、４１ｂ…ケース側面、４１ｃ…貫通
部、４２…内部機構、４３…突出部、４４…湾曲面、４５…開口、４５ａ…摺接部、４６
…ワイパーモーター（モーター）、４７Ａ…第１スパイラルカム、４７Ｂ…第２スパイラ
ルカム、４８Ａ…第１螺旋状凹部、４８Ｂ…第２螺旋状凹部、４９Ａ…第１移動機構、４
９Ｂ…第２移動機構、５０…ワイパーユニット、５０Ａ…ワイパークリーナー部、５０Ｂ
…ワイパー部、５１Ａ…第１間欠ギヤ、５１Ｂ…第２間欠ギヤ、５２…第１回転カム、５
２ａ…第１カム部、５２ｂ…第２カム部、５２ｃ…第３カム部、５２ｄ…第４カム部、５
３…ワイパークリーナーレバー（ワイパークリーナー）、５３Ａ…閉位置、５３Ｂ…開位
置、５３ａ…溝部、５３ｂ…貫通部、５４…第１昇降部材、５４ａ…貫通部、５５…第２
回転カム、５５ａ…円筒部、５５ｂ…第５カム部、５５ｃ…第６カム部、５５ｄ…第７カ
ム部、５６…第２昇降部材、５６ａ…貫通部、５７…ワイパー、５７Ｂ…ワイピング位置
、５７Ａ…退避位置、５８Ａ…第１コイルバネ（第１付勢部材）、５８Ｂ…第２コイルバ
ネ（第２付勢部材）、５９…クリーニング板、５９ａ…拭き取り部、５９ｂ…凹部、６０
…駆動力伝達機構、６１…駆動軸、６２…支軸、６３…減速機構、６３ａ…第１歯車、６
３ｂ…第２歯車、６３ｃ…第３歯車、６４Ａ…第１駆動ギヤ、６４Ｂ…第２駆動ギヤ、６
５Ａ…第３駆動ギヤ、６５Ｂ…第４駆動ギヤ、６６Ａ…第３間欠ギヤ、６６Ｂ…第４間欠
ギヤ、６７Ａ…突出部、７１～７４…単位ヘッド、８０…インク吸収材、８１…シート材
（流路部材）、１５０Ａ…ワイパークリーナー部、１５３…ワイパークリーナーレバー（
ワイパークリーナー）、１５３Ａ…閉位置、１５３Ｂ…開位置、１５４…第１昇降部材（
移動部材）、１５４ａ…突出部、１５９…クリーニング板、１５９ａ…拭き取り部、１６
０…被押圧部、Ａ１…回転位置、Ａ２…回転位置、Ｂ１…回転位置、Ｂ２…回転位置、Ｃ
ＣＷ…第１回転方向、ＣＷ…第２回転方向、ｄ１…移動距離、ｄ２…配列間隔、Ｌ、Ｌ１
…中心軸線、Ｐ…記録紙、Ｘ…プリンター幅方向、Ｘ１…一方側、Ｘ２…他方側、Ｙ…プ
リンター前後方向（駆動軸の軸線方向）、Ｙ１…プリンター前方、Ｙ２…プリンター後方
、Ｚ…プリンター上下方向、Ｚ１…プリンター上方、Ｚ２…プリンター下方
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